

























































































































































































































































野連 政雄 ･ 岡本 真依
場合の食事観の形成を探究したものではない｡ここ
では,給食時間の食事をする際の雰囲気 (食環境)
が児童の食行動や食事観にどのような影響を与えて
いるかを追究した研究についてまとめていきたい｡
まず,丸山ほか (2009)による食事状況が児童
の食事に与える影響について明らかにした研究であ
る｡丸山らは,児童に①グループ給食,②無言給食
③テレビ給食の3つの環境で給食を食べさせ,その
後の調査票調査によって,児童が実際に食事をする
環境として何を求めているのかを検証した｡調査結
果によれば,②による孤食を ｢楽しい｣食事ではな
いとする児童が多く.高学年になるにつれて食事の
時間を大切なコミュニケーションの場と考える児童
が増えたという｡また,③のようにテレビを見なが
ら食事をする場合も,児童が他者とテレビによる話
題を共有するということを大切にしていたというこ
とが判明した｡
この研究からは,二つの点が明らかになっている｡
一点目は,多くの児童が給食時間の食事に対し,｢共
に食べること｣を求めているということである｡も
う一点は,教師による他者とかかわることのできる
時間の保証や,様々な環境で食べる機会の提供が食
事の ｢楽しさ｣につながっているということである｡
次に,古島 ･金子 (2006)の研究である｡古島
らは,家庭での食卓から初めて離れ,学校給食とい
う新しい食事を体験する小学校一年生の給食場面を
参与観察により調査した｡観察記録によれば,多く
の児童に給食を残さず食べるという食行動において
プラスの行動変容がみられた｡こうした行動変容の
みられた児童は,教師からの称揚やクラスメイトと
の献立についての会話によって,食べることへの意
欲を高めていた｡それに対して,行動変容がみられ
なかった児童は,担任の教諭やクラスメイトとの意
思疎通が苦手であったり,関心を持たなかったりす
るという傾向があった｡したがって,児童の学校給
食における行動変容が起こるかどうかは,他者との
コミュニケーションが円滑に図れているか否かにか
かってくるといえる｡また,そのことを実現するた
めには,｢楽しく食べる雰囲気や食べることに集中
できる時間の保証｣といった食べる意欲を高める環
境作りを行うことが大切である｡
これら二つの研究の共通点は,給食において児童
が ｢食卓の雰囲気｣を誰かと会話をしながら楽しく
食べることのできる環境と捉えていることを明らか
にしていたことである｡この環境作りには,教師が
給食において ｢残さず食べること｣と ｢誰かと会話
をしながら楽しんで食べること｣のどちらの考え方
を重視するかが影響を与えているだろう｡
6 考察
学校給食における児童の食行動の変容や食事観に
与える諸影響に関する研究動向についてまとめてき
た｡それらを受け,ここでは,二つの点を指摘した
い ｡
一点目は,研究方法の多くが,参与観察をはじめ
とする質的調査,または,調査票を用いる量的調査
を用いており,それぞれの調査法の利点を生かしな
がら結論を導いていた点である｡たとえば,教師や
児童の意識についての研究は,量的方法の調査が主
であったが,｢実際に子どもがどのように食べてい
るのか,研究者が臨場感を備えながら食の現状を把
握するにはやや困難｣であることから,質的調査法
を用いていた研究もあった (東山･今村 2010)｡し
かし,東山らは,質的調査法のみで研究を進めると,
客観的な根拠が薄くなるため,今回の調査は量的調
査を行うための予備的な段階としたいと述べてい
る｡したがって,人の考え方や行動の仕方について
深く追究していくためには,様々な性格の違う調査
法の利点を生かし,研究の精度を高めていく必要が
ある (佐藤2002)｡
筆者が本論文で検討した研究には,佐藤の提案す
る両方の調査法を用いて仮説を検証したものはなか
ったが,今後,子どもの食行動･食事観のような日々
変化するものを研究する際には,両方の方法を同時
に用いて仮説の検証を行う必要があるだろう｡
二点目は.児童の食行動 ･食事観は,はたして給
食という独自の空間のなかで形成されたものかとい
う疑問が残るということである｡先行研究では.児
童が給食時間に教師や回りの児童,食べているとき
の環境により影響を受け,食行動 ･食事観を変化さ
せていくということは明らかにされていた｡しかし,
食事観をより広く捉え,家庭で形成される食事観と
給食で形成される食事観の各々の独自性に着目し,
調査した研究はなかった｡
松本 (2003)によれば,｢給食に対する意識は家
庭における食生活環境やその影響下にある食意識 ･
食行動と密接に関わっている｣という｡つまり,袷
食時における児童の意識 ･行動は,その場で形成さ
れたものではなく,家庭での食事で培われ,表出さ
れたものとも考えられるのである｡したがって,｢給
食時間に｣というように時間や空間を制限して児童
の食行動 ･食事観を検証する際には,家庭での食事
と給食時間での食事とを児童がどのように認識して
いるかを踏まえ.それぞれの環境から食行動の変化
や形成される食事観を考えていく必要があると筆者
は考える｡
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